





The purpose of this training program was to enhance the skills of physical education 
trainers at universities. It aimed to provide effective and safe practical instructions 
based on the theory and knowledge of sports science.
Training was conducted for five sports including, flying disc, basketball, badminton, 
tennis, and golf. Physical education instructors from the university, representing various 
disciplines, served as lecturers. The training included half a year of classes (about 15 
sessions) comprising of a mix of sessions on practical skills and lectures so that teaching 
methods could be acquired effectively.
I took a course on basketball. In the training, students were taught a wide range 
of content, from basic skills such as ball handling, dribbling, passing, and shooting, 
to offensive and defensive tactics in a game. Through the training, I obtained a deep 
understanding of teaching methods for basketball.
In addition, I took a course on tag rugby, which is becoming increasingly popular 
amongst Japanese elementary schools. It was my first experience of this game that 
uses an elliptical ball. Upon experiencing the unique enjoyment of this sport, I realized 
its potential as a new sport that could be covered in class. I was also convinced by the 
instructor's explanation on how even children who are not good at sports can enjoy 
this.
The training was very meaningful because I could learn about technical and tactical 
aspects of the game in line with the progress of the class. In future, I would like to 
further study teaching methods for my classes.
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1．はじめに
平成 31 年 3 月 1 日（金）から 3 日（日）まで、千葉県船橋市にある日本大学理工学部
船橋キャンパスで行われた第 10 回大学体育指導者養成研修会に参加した。この研修会は
全国大学体育連合が主催し、スポーツ庁が後援している大学体育教員を対象とした研修会
である。通常 3 日間の日程で開催され、初日と 2 日目には 3 ～ 5 種目の中から 1 種目を選
択し、種目ごとに研修を受講する。3 日目にはそれまでの 2 日間とは異なる種目が設定さ
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近年、筆者が担当する本学の体育授業で、 資料 1 授業受講時の注意事項










































































































































































































次に 2 対 2 の状況での攻防について学習した。ディフェンスでは、ボールマンをマーク
するディフェンスプレーヤーとボールを持っていないオフェンスプレーヤー（オフボール
マン）をマークするディフェンスプレーヤーに分かれる。ボールマンに相対するディフェ















2 対 2 のオフェンスではオフボールマンよりもボールマンの動きが優先される。ボール






次に 3 対 3 の状況での攻防について学習した。ディフェンスでは、ボールマンへのディ
フェンスは 1 対 1 の際のディフェンスと同様である。また、オフボールマンへのディフェ
ンスは 2 対 2 の際のディフェンスと同様である。






















れた。このことで、攻撃側は、 写真 3 　研修でのゲームの様子（小谷氏提供）










































































ゲーム前の最後の遊びとして、ゲームで行う実際のコートを使った 1 対 1 の攻防を行っ
た。ここでは攻撃側がトライを取るか、防御側がタグを取るかを競った。また、この段階
で身体接触をしないために必要なルールについて理解した。
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ランニングを意識させ、ランニング中心のゲームに導くということである。ボールを持っ
て自由に走ることができるラグビーの特徴を生かすことが、ボールゲームや運動が苦手な
人でも参加しやすいゲームにするポイントとなる
ゲームのレベルが上がってくると次第にミスが少なくなり、攻守交代が起こらなくなっ
てきたら、新しいルールを導入する。新たに加えるルールは、ボールを前に落としたら攻
守交代（ノックオン）、タグを取られた選手が味方にパスをするまでに 3 歩を超えて動い
たら攻守交代（オーバーステップ）、決められた回数だけタグを取った回数をカウントし
決められた回数に達した場合に攻守交代、など攻守交代が頻繁に起こるようにするもので
ある。
さらにレベルが上がってきたらそれまで行ってきた個人プレー中心のゲームに加えて、
味方と連携して行う作戦をチームで練習してプレーの幅を広げていく。チームによる攻撃
の戦術としては、クロスパス、ダミークロス、飛ばしパス、ブラインド攻撃、というラグ
ビーの代表的な戦術を取り入れる。防御の戦術としては、マンマーク、フルバックの配置、
水平ラインを敷く、という戦術を練習して実際のゲームに活用を試みる。
講習が始まってからゲームを行うまでの時間は 2 時間程度であったが、参加者にタグラ
グビーを経験した人がほとんどいなかったにも関わらず、それなりにゲームの形になって
いた。これは、受講者が体育教員だったこともあるが、「ゲームを行うまでの練習時間が
短くてすむ」というこの競技の特徴も一つの大きな理由であろう。そしてこうした特徴が
小学校の体育授業で導入が進む理由となっていると考えられる。実際にゲームを行うと、
相手プレーヤーにぶつかることがルールで禁止されているため、ゲームの中でプレーヤー
同士が衝突する場面はなかった。こうしたことから、男女が一緒にプレーしても怪我が生
じる危険性が少ないと考えられ、授業の現場でも積極的に男女混成のゲームを行うことが
できる。このこともタグラグビーが授業で導入される有利な条件のひとつであると感じた。
4．終わりに
本研修に参加して、技術指導や戦術指導はもちろん、厳守すべきルールと敢えて採用し
ないルール、様々なウォーミングアップの方法やゲームにおける審判についての考え方な
ど、授業を進める際に教員が注意すべき細かい点まで指導を受けることができた。また、
研修に参加している他大学の体育教員と情報交換を行うことで首都圏をはじめとする他の
地域の大学体育授業の動向について知ることができた。
周知のとおり、スポーツ種目はその競技特性によって指導方法が全く異なる。通常、体
育教員の専門種目とそれ以外の種目を比較した際に、その知識・技術や指導方法・教授方
法にはどうしても差が生じてしまう。本学では体育教員が専門以外の種目を多く担当する
カリキュラムとなっているため、こうした専門以外の種目の指導・教授について学習し、
授業の質を高めていく必要がある。さらには、授業で採用している種目だけに関わらず、
多くの種目を担当できるように準備しておかなければならない。今回参加したような研修
会は種目の専門知識を学習するために大変効果的であるので、今後もこうした研修会へ参
加して大学体育教員としての研鑽を続けていきたい。
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付　記
本稿で報告した第 10 回大学体育指導者養成研修会への参加経費は高等教育推進セン
ター FD 経費の支出を受けたものである。
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